
© 2025 日本政府観光局（JNTO） All Rights Reserved.

効果的な発信を行うための
Facebook活用ガイドライン

日本政府観光局（JNTO）

2025年10月
第8版

© 2025 日本政府観光局（JNTO） All Rights Reserved.



© 2025 日本政府観光局（JNTO） All Rights Reserved.

目次

(7) コメント対応 P.41

おわりに P.57

4. リスクマネジメント P.52

1. ソーシャルメディア活用の考え方 P.4

2. Facebook活用のポイント P.13

(1) Facebookの基本 P.13

(2) 画像・動画のポイント P.16

(3) 投稿文のポイント P.22

(4) ストーリーズ投稿のポイント P.29

(5) 投稿頻度とタイミング P.32

(6) 広告 P.35

3. 効果検証 P.48

はじめに P.3

2



© 2025 日本政府観光局（JNTO） All Rights Reserved.

はじめに

本ガイドラインは、訪日マーケティングを主目的にFacebookの活用に携わる自治体・DMOや事業者等の皆様に向け
て制作しました。日本政府観光局（JNTO）がFacebookの活用を通じて培ったノウハウや知見等をまとめていますの
で、 Facebookを用いた海外向けマーケティングにお役立ていただければ幸いです。
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1. ソーシャルメディア活用の考え方
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ソーシャルメディアの重要性①

1. ソーシャルメディア活用の考え方

世界のソーシャルメディア利用者数は増加の一途をたどっています。

中でもFacebook・Instagramは、圧倒的なユーザー占有率を誇る、世界最大規模の投稿型ソーシャルメディアです。
米国のWe Are Socialが発表したレポートによると、Facebookの月間アクティブユーザー数は30億人、Instagramは20億人（2025年2
月時点）を超えています。

企業・団体がソーシャルメディアを活用するメリットは、ターゲットが見ている媒体で発信することで見てもらうチャンスをつくれることです。
FacebookやInstagramは、海外市場へマーケティング・ブランディングを行う企業・団体にとって有効な情報発信チャネルの1つといえます。

出典: We Are Social ― DIGITAL 2025 GLOBAL OVERVIEW REPORT
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1. ソーシャルメディア活用の考え方

旅行のインスピレーション源

出典：エクスペディア・グループ 2025年版「Traveler Value Index」

出発前に役に立った旅行情報源 上位項目

出典：観光庁「訪日外国人の消費動向 2024年年次報告書」

近年、「旅行のインスピレーションを得る場所」としてソーシャルメディアの影響力がグローバルで高まっています。

2025年にエクスペディア・グループが公表したデータによれば、旅行者の61%がソーシャルメディアから旅行のインスピレーションを得ていると回
答しており、2022年の35%と比較しても大きく高まっています。同調査は、旅行者が、家族や友人の発信に加え、インフルエンサーやクリエイ
ターの発信、デスティネーションや旅行系事業者の発信など、ソーシャルメディア上のさまざまな情報を参考にしていることを示しています。

訪日外国人の動向を調査した2024年のデータでも、「出発前に役に立った旅行情報源」として「SNS」がもっとも高い38.9%となっています。

6

ソーシャルメディアの重要性②



© 2025 日本政府観光局（JNTO） All Rights Reserved.

1. ソーシャルメディア活用の考え方

昨今のソーシャルメディアには、旅行のインスピレーションを刺激する要素が備わっています。

⚫ 昨今のソーシャルメディアには、ユーザーの過去の行動・関心に基づいてコンテンツが自動的におすすめされるアルゴリズムが搭載されており、
「偶然の出会い」が生まれる土壌があります。

⚫ 多くのソーシャルメディアでビジュアルや音楽がコンテンツの中心となっており、「消費者の感情を動かしやすい」強みがあります。

⚫ 旅行者やクリエイター、インフルエンサーの実体験に基づく発信は、信頼できる情報として受け取られ、共感を得やすいことも特徴です。

偶然の出会い 感情のスイッチ 信頼と共感

行動・関心に基づく

自動レコメンド

ビジュアルや音で

視覚・聴覚に訴求

旅行者やインフル

エンサーによる発信
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目的の明確化① 目的の明確化・効果検証

1. ソーシャルメディア活用の考え方

8

ソーシャルメディアの活用を成果につなげるには、発信のみに注力するのではなく、事前に「目的を明確化」すること、発信後に「効果検証」を
行うことが重要です。

事前に目的を明確化することで、目的に沿った企画・発信が可能となります。
また、事後に効果検証を行うことで、実際に目的達成に資する効果が得られたかを判断し、成果につなげていくことが可能となります。ソーシャ
ルメディアの仕様・アルゴリズムは日々変化していますので、変化に気づくためにも、常に効果検証を行いながら発信することが必要です。

目的の

明確化
発信 効果検証

SNSを活用する目的を

まず明確にする

目的に沿った

企画・発信を行う

目的達成に資する効果が

得られたかを検証する

例
旅行地としての日本の

認知率・関心度向上

日本に対する関心を

喚起できる発信

総エンゲージメント数

投稿別エンゲージメント数
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同じ「インバウンド誘客を目指す組織」であっても、それぞれの役割によって組織の目標が異なります。
ソーシャルメディアを活用する目的を明確化する際には、他の組織との役割の差異も踏まえて検討することが重要です。

また、「ソーシャルメディアを活用すること＝アカウントを保有すること」とは限りません。
例えば、アカウントを持たず、連携する他の組織に発信してもらうことが有効な場合もあります。

目的の明確化② 組織の役割を踏まえた目的検討

1. ソーシャルメディア活用の考え方
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目的の明確化③ 態度変容・KPI

1. ソーシャルメディア活用の考え方

消費者とのコミュニケーションを考える際には、そのコミュニケーションを通じて「誰の、どんな態度変容を促したいか」の設計が必要です。
つい「認知率も、興味関心度も、予約率も…」と欲張ってしまいますが、一つのコミュニケーションで複数の態度変容を促すことは難しいです。

「誰の、どんな態度変容を促したいか」が決まったら、それをもとにKPI（重要業績評価指標）を定めます。
事前にKPIを定めておくことで、発信後の「効果検証」の際、どこがうまくいったか/いかなかったかを数値をもって判断し、更なる改善につなげる
ことが可能になります。

投稿の
リーチ数

投稿の
エンゲージ
メント数

態度変容

KPI例

（例）JNTOが考える訪日旅行のファネル
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目的の明確化④ ターゲット像の明確化

1. ソーシャルメディア活用の考え方

目的が決まったら、「ターゲットは誰で、どんな人か」解像度の高いイメージを持ち、組織内で共有しておくことが重要です。

ターゲット像を明確化することで、ターゲットに合った企画や発信を行うことができ、エンゲージメントや誘客効果にもつながりやすくなります。

担当するSNS

態度変容につながりうる

コンテンツ・体験

訪日旅行

への期待

像 市場 / 年代 / 属性など

例）台湾向けSNS

地方の特別な体験

（季節の花・お祭りなど）

台湾 / 20～40代 / FIT

訪日経験者

例）欧米豪向けSNS

ひと目で日本らしさのある

日本の文化・歴史体験

欧米豪 / ○～○代 / FIT

訪日未経験者

目指す

態度変容

現在の関心度合い

→態度変容

興味・関心層

→想起率向上を図る

無認知～認知層

→認知・関心度向上を図る

訪日時期 ○○後 ○か月後 1年以上後
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ソーシャルメディアの活用方法

1. ソーシャルメディア活用の考え方

ソーシャルメディアの活用方法は、保有するアカウントにおける「オーガニック投稿」だけではありません。

「オーガニック投稿」によって届く先は、フォロワーをはじめとする「既に関心を持っている層」が中心となります。
まだ関心を持っていない層に向けて広く投稿を届けるには、Meta広告等のSNS広告を配信すること、ソーシャルメディアで影響力のあるクリエ
イターやインフルエンサーに依頼して発信してもらうことも有効です。

オーガニック投稿

公式アカウントでの

通常投稿
定義

目的 関心層への継続訴求

SNS広告

Meta等の

広告配信の活用

リーチ拡大

インフルエンサー連携

SNSで影響力のある

ユーザーによる投稿

リーチ拡大・

第三者発信による共感獲得

リーチ先 フォロワー等の関心層
設定したオーディエンス

（国・関心・行動…）

インフルエンサーの

フォロワー等

費用 無料
有料

（配信量により費用変動）

有料

（連携先により費用変動）
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2. Facebook活用のポイント
(1) Facebookの基本

13
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Facebookの基本①

2. Facebook活用のポイント

ページのTOP部分に表示されている画像・
動画がメインビジュアルです。発信する情
報を象徴する画像・動画を掲載することで、
Facebookページのブランディング・イメージ
訴求を行います。
右下の青いボタンでは、Webサイトやアプリ
への誘導等、様々なアクションをユーザーに
促すことができます。「フォローする」ボタンを
押したユーザーをフォロワーと呼びます。

Facebookでは、投稿に対して反応
する機能が4つあります。

「いいね！」…基本的にユーザーが好
感を抱いた際に押下されますが、「超
いいね！」や「悲しいね」など7種類の
リアクション（感情表現）ができます。

「コメント」…投稿に対しユーザーが意
見を述べられる機能です。

「送信」…ユーザーが特定のユーザー
に対して投稿を共有できる機能です。

「シェア」…ユーザーが投稿にコメント
を付けて拡散できる機能です。

ページ左側の「自己紹介」タブには、ペ
ージの説明、管理団体（企業）の名
前、ウェブサイトが記載されています。自
己紹介欄は101文字まで記載が可能
です。

タイムラインとも呼ばれ、これまでに投
稿した情報が時系列ですべて表示さ
れます。

ページ左側の「写真」タブからは過去投稿
の写真を見ることができます。

アカウントのユーザー名の下にフォロワー
数などが表示されます。

各タブで基本のページ情報やメンションさ
れた投稿、フォロワー一覧、過去投稿さ
れた画像、動画、イベントなどを見ること
ができます。

14
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Facebookの基本②

Facebookページには投稿機能のほか、ページのユーザー層や各投稿への反応を詳細に分析できる機能（Meta Business 
Suite→P52～参照）や、より多くの人に投稿を表示してエンゲージメントを高めるための広告機能も備わっています。

Facebookページの投稿フォーマットのうち、ここでは代表的なものを解説します。

①画像投稿

画像＋テキストの投稿が、最
も一般的な投稿形式です。テ
キストが長い場合は、自動で
投稿が折りたたまれ、「See 
More（もっと見る）」が表示
されます。

リーチとは、この投稿が何人に
届いたかを表すもので、リーチ
の数値が高いほど、多くのユー
ザーに届いたことを意味します。

②URLの投稿

URLを投稿内容に入れると、
自動でURLの遷移先ページ内の画像
が投稿に反映されます（一番右の
例）※1
URLの投稿であっても、画像を追加す
ることができます。※2

※1) ここで自動的に画像が表示されるようにするには、サイト側でOGP（Open Graph Protocol）を設定する必要があります。
※2) 掲載している画像は「管理者／権限付与者」から見た投稿画面であり、ここで表示されている「リーチ数」や「エンゲージメント数」が一般ユーザーから見られることはありません。

2. Facebook活用のポイント
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(2) 画像・動画のポイント
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画像・動画のポイント① エンゲージメントにつながるポイント

2. Facebook活用のポイント

ソーシャルメディア上には、大量のコンテンツが掲載されています。
ユーザーが1つのコンテンツを「見続けるか、スルーするか」判断するのに要する時間は、わずか0秒～2秒ともいわれています。
多くの情報の中で目に留めてもらうためには、投稿文の内容以上に、画像や動画の質にこだわることが最も重要です。

JNTOの検証データからも、投稿への反応度＝エンゲージメント数を最も大きく左右するのは画像や動画の質であるといえます。

エンゲージメントにつながるポイント ～画像・動画編～

画面占有 ソーシャルメディアはほとんどのユーザーがスマートフォンで閲覧しますので、画面占有率の高い縦長の素材が
目に留まりやすく、エンゲージメントにつながりやすいです。

明るさ・鮮やかさ・画質 目に留めてもらうためには、しっかりと明るさがあり、鮮やかで、画質の高い画像・動画で発信することが必要
です。

感動・驚き 鮮やかさや画質に加え、「わぁ！」と口に出してしまうような感動や驚きの要素がある画像・動画は、ユーザー
の感情を動かし、エンゲージメントを獲得しやすいです。

独自性 観光プロモーションにおいては、他の場所にはない、その場所ならではの魅力が伝わる素材で発信することが、
関心を高め、誘客につなげる秘訣です。JNTOにおいては、日本ならではの素材を用いて発信することを必
須としています。

季節感 特定の季節ならではの魅力を伝え、特別感を訴求することも有効です。

旅行者目線 旅行者目線のショート動画が人気であるように、旅行者目線の魅力を伝えることが重要です。「旅行者がそ
こで何ができるのか」がひと目で伝わる素材でないと、エンゲージメントを獲得しづらい傾向にあります。
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画像・動画のポイント② JNTOにおける好事例

2. Facebook活用のポイント

JNTOの発信の中から、実際に高いエンゲージメント数を獲得した事例をご紹介します。
いずれも前頁の「エンゲージメントにつながるポイント」を押さえた投稿であることが見てとれます。

錦帯橋: 画像に十分な明るさ・鮮やかさ・画質があり、画面占有はもち
ろん、季節感や旅行者目線も押さえた静止画投稿です。

スタンプハンティング: 訪日旅行でのスタンプハンティングの楽しさを
旅行者目線で紹介したリール投稿です。

18
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画像・動画のポイント③ 調達手段

UGC活用

一般ユーザー・旅行者の

投稿を活用
定義

特長
共感を得やすい素材を

発信できる

クリエイター依頼

カメラマン・ビデオグラファー等に

撮影依頼

クオリティの高い素材を

発信できる

素材ライブラリ活用

一般に販売されている

素材を活用

既存素材から

比較的容易に準備可能

留意事項
一般ユーザーの投稿があるのは

有名スポットのみ
予算が必要 クオリティに幅あり

2. Facebook活用のポイント

画像・動画を調達する手段は、「自分で撮影する」以外にもさまざまな方法があり、紹介する観光地の知名度や予算の状況に応じて選択す
ることが重要です。

一定の知名度のある観光地であれば、UGCを活用することも検討可能です。また、新規撮影の予算がある場合には、ソーシャルメディアで発
信しているクリエイターの方々に依頼して撮影を行うことで、ソーシャルメディアに適した画像・動画を制作することが可能です。

19
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画像・動画のポイント④ ショート動画のポイント

2. Facebook活用のポイント

ソーシャルメディアの各プラットフォームでは「ショート動画」がトレンドになっています。

●リーチの拡大
多くの消費者の間でショート動画を消費することが習慣化したことで、多くのソーシャルメディアプラットフォームがショート動画を優遇する（拡散
されやすい）アルゴリズムを採用しています。FacebookやInstagramにおいてもこの傾向は同様です。
反応を得やすいショート動画を発信することで、「まだ見ぬユーザーにもコンテンツが届きやすい」投稿形式となっています。

●豊かな情報量
ショート動画は、静止画やテキストに比べて情報量が多く、観光地の雰囲気や体験を豊かに伝えることができるため、来訪意欲の後押しにも
つながりやすい投稿形式です。

ショート動画は従来型の動画とは異なる特殊な投稿形式であり、従来型の動画とは異なるポイントを押さえて制作する必要があります。

エンゲージメントにつながるポイント ～ショート動画編～

ソーシャルメディア向けの制作 ソーシャルメディア向けに撮影・編集された動画であることが必要です。ユーザーは短時間で動画を消
費し、消費に値しない動画はすぐにスキップされますので、従来型の長尺動画を縦型にするだけでは
飽きられてしまいます。最近では多くの動画クリエイターがソーシャルメディアで魅力的な動画を発信し
ており、そうした方々と連携して動画を制作することも有効です。

冒頭0秒目におけるインパクト ユーザーに視聴を継続してもらうためには、冒頭0秒目にインパクトを置くこと、絵替わりを多くすること、
0.5～1秒ごとに絵が切り替わるようなテンポのよいものにすることが重要です。冒頭で離脱されない・
中盤で飽きられない動画は、ユーザーに長く視聴され、プラットフォームのアルゴリズム上も多くの方にリ
ーチしやすくなります。

絵替わりが多く、テンポのよい進行

20
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画像・動画のポイント⑤ 動画の投稿方法

2. Facebook活用のポイント

Facebookに動画を投稿する際は、YouTubeなどの動画プラットフォームのリンクを貼る形でなく、動画の元データを直接アップロードする形が
おすすめです。
YouTubeのリンクを貼る形の場合、ユーザーがリンク先にアクセスしない限り、動画が閲覧されません。
直接アップロードすることで、ユーザーのニュースフィード上で自動的に動画が再生され、容易に閲覧してもらうことが可能になります。

21
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(3) 投稿文のポイント
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投稿文のポイント①

●アイキャッチとなるコピーをコミュニケーションの起点に
タイムライン上の投稿を流し読みしているユーザーにとって、書き出しの一言は重要です。共感やリアクションを促す端的なメ
ッセージや簡単な質問を投げかけるなどして、ユーザーのアクションを促しましょう。訪日を検討していないユーザーに読んでも
らうためには、書き出しの一文に具体的な地名やスポット名を記載するよりも、ユーザーの興味を引くメッセージを配置する
ことが重要です。

2. Facebook活用のポイント
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Can you imagine the sense of tranquility 
amongst the sea of bright hydrangeas while 
feeling the cool breeze on your skin? 
The 'Saigoku Kannon Pilgrimage' is said to be 
Japan's oldest pilgrimage route to the 33 
Buddhist temples located in Kyoto, Nara, and 
neighbouring prefectures.
～～～～
Each temple plants its own unique variety of 
hydrangea in a beautiful display of color. 
Enjoy exploring the ancient temples, and find 
inner peace amongst the flowers.

投稿文のポイント②

●文章のトーンを調整
ユーザー同士がカジュアルに接する傾向にあるソーシャルメディアにおいては、教科書のような説明口調が適さない場合があ
ります。ブランディングの観点から固い表現にする必要がある場合を除き、フレンドリーなトーンにすることがおすすめです。

「すし・ラーメン以外で…」語りかけて興味を引いてい
ますが、その後少し硬めの語り口調で淡々と日本の
田舎料理について説明していて、具体的な料理名
まで語っていません。

日本最古の巡礼道と言われている「西国観音巡
礼」の紹介をあじさいの開花時期に行われるイベント
と関連付けて紹介。ユーザーが最も知りたい
「What」「Where」「How」を端的に伝え、あじさい
＋巡礼の魅力を複合的に伝えています。

Aside from sushi and ramen, what other 
kinds of Japanese cuisine can you name? 

Much of Japan's actual cuisine eaten by the 
locals tends to be much more rustic, focused 
on simple ingredients and seasonal 
availability. Plus, it's usually different 
depending on where you go. Rural cuisines 
are ripe for exploration with their locally 
sourced vegetables and fruits, and you tend 
to have some great scenery as you eat!
Interested in finding out more about Japan's 
more rural cuisine?

「日本のモネの庭を見に行ってみませんか？」と語りか
けて興味を引くとともに、フランス国外でモネの名を使
用することが世界で唯一認められている場所「モネの
庭」の魅力を端的に伝えるとともに、3月から4月にか
けて見られる花の種類も具体的に伝えています。

Would you like to see the world of Monet 
brought to life in Japan?
“Monet's Garden Marmottan" in Kitagawa 
Village, Kochi Prefecture is the only place in 
the world authorized to use Monet’s name 
outside France. This popular landscape 
garden is a careful reproduction of the 
Giverny garden loved by the French painter 
Claude Monet. 
The expansive grounds include intricate 
ponds, bridges, plants and flowers that look 
like true works of art!

2. Facebook活用のポイント
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投稿文のポイント③

●情報を適切に伝える
「単位」など国や地域によって異なるものについては、ターゲットとする地域に合った表記をするように心がけることでスムーズ
に情報を伝えることができます。例えば、長さや高さを言及する場合にメートル法表記にマイル表記を併記することも効果
的です。海外の方に伝わりづらい時代の表記や年号も、西暦や●●年前といった書き換えも行いましょう。

Why don't you take the Tadami Line to an unexplored region? 
The JR Tadami Line connects Koide Station in Uonuma City, 
Niigata Prefecture to Aizuwakamatsu Station in Aizuwakamatsu 
City, Fukushima Prefecture, on a route approximately 135 
kilometers (83.9 miles) long. There are many spectacular views 
that can be seen not only from the train windows but also from 
various vantage points looking out to the Tadami Line railroad 
itself.
~~~
Why not also visit Ouchi-juku? Ouchi-juku, located in Minamiaizu, 
Fukushima Prefecture, flourished as an important roadside post 
town during the Edo period (early 17th century to mid-19th 
century). Even today, you can see thatched-roof houses still 
standing along the road as they were back in the day.

Would you visit this mystical onsen town in Akita Prefecture? 
Nyuto Onsenkyo, with a history of over 350 years, is a hot spring 
resort located at the foot of Mt. Nyuto, inside Towada-Hachimantai 
National Park.
~~~
Don’t forget to stop by nearby Lake Tazawa too. With a depth of 
423.4 meters (1,389.1 feet), it is the deepest lake in Japan. A 
bronze statue of Tatsuko stands in the clear blue waters of the lake. 
Legend says Princess Tatsuko wished for eternal youth and beauty, 
transforming into a goddess and a guardian of the scenic lake. The 
lake is shrouded in a mysterious atmosphere, with luscious greenery 
and nature that evolves from season to season.

2. Facebook活用のポイント
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投稿文のポイント④

●投稿文の読みやすさを意識
ユーザーが読みやすい投稿文を意識して作成することで、より多くのユーザーに読んでもらいやすくなります。紹介するスポットの
数が多い場合は、情報を整理し、分かりやすく伝えることが重要です。その方法の一つとして、箇条書きを活用することで、ポ
イントが明確になり、ユーザーにとって理解しやすい投稿になります。

2. Facebook活用のポイント
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投稿文のポイント⑤

●リンクの配置方法
投稿内でウェブサイトの記事などへユーザーを誘導したい時、①リンク投稿（リンクを記載すると自動でリンク先の記事の情報
が取得される形式）②画像・動画投稿（自動でリンク内の情報を取得せず、別途画像や動画を投稿する形式）のいず
れかを使用することができます。リンク先への誘導を最大化したい場合はリンク投稿の活用が推奨されますが、エンゲージメン
トを最大化したい場合は画像・動画投稿が推奨されます。

②画像投稿①リンク投稿

2. Facebook活用のポイント
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日本語の直訳による不自然な言葉遣いやスペルミスがあると伝えたいことがスムーズに伝わらなくなります。外国人旅行者
がストレスなく読み進められる自然な文章、フレンドリーな文体や魅力的なコピーを実現するためには、ネイティブライターとと
もに運用を行うことが重要です。JNTOでは、海外のマーケットや国民性・習慣に精通し、なおかつ日本を熟知した外国人
スタッフを起用することで、ユーザーに寄り添った運用体制を整えています。

●外国人視点での投稿

「外国人が何を魅力に感じて観光地を訪
れているか」を当事者目線で考えたうえで
トピックや素材を選定し、投稿文を書き下
ろしています。

●ネイティブライターによるコメント返信

投稿内容に関する問い合わせやコメントの返信文の作成にもネイティブライターが関わる体
制をとっています。

定型文ではない返信をするなど、ユーザーに合わせた返信を行うことでユーザーの親近感
や信頼感を持ってもらうことにつなげています。

2. Facebook活用のポイント

投稿文のポイント⑥
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(4) ストーリーズ投稿のポイント
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ストーリーズ投稿のポイント①

FacebookでもInstagramと同じように「ストーリーズ」を投稿することができます。ストーリーズは縦型フルスクリーンで表示
される投稿フォーマットであり、投稿から24時間で自動的に消えてしまうという特徴を持っています。画像だけでなく、15秒
以内の動画も投稿することができ、画面内にテキストや様々なスタンプを貼り付けることができます。アンケートスタンプなどを
活用すれば、ユーザーとのコミュニケーションを図ることも可能です。自身のFacebookページアイコンをタップすることで作成
することができます。

ストーリーズの表示箇所 ストーリーズの作成画面 ストーリーズの機能

①かわいいスタンプの他、位置情報や質問、ア
ンケートなどのスタンプを利用できます。

②テキストを記入することができます。

③音楽を当て込むことができます。

④フレームやエフェクトを追加できます。

⑤手書きの落書きができます。

⑥リンクのタグ付けができます。

⑦ストーリーズの加工ができます。

⑧他のユーザーをタグ付けできます。

⑨おすすめの絵文字が表示されます。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑨

⑧

Facebookアプリを開いた際はここ
にいいね！あるいはフォローしている
アカウントの未読のストーリーズが並
んでいます。
各ストーリーズをタップすると、以下
の例のようにフルスクリーンで表示さ
れます。

エフェクト加工例示

出典
https://www.facebook.com/watch/?v=450253879
091983

2. Facebook活用のポイント
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ストーリーズ投稿のポイント②

JNTOのFacebookページでは、各地域の観光情報のほか、記念日やイベントに合わせたテーマでの発信や、ウェブサイト
に掲載している記事の紹介などを、Instagramと連携する方法で発信しています。ユーザーが興味を持った情報に簡単
にアクセスできるように、投稿にはリンクを埋め込むなどの工夫を行っています。
※Facebookの仕様で、Instagramで使用できる一部のスタンプは反映されません。

Instagram連携

Instagramで投稿したストーリーズを、

Facebookでも投稿することができます。

Instagramストーリーズの赤枠部分から
Facebookへの投稿が可能ですが、一部のア
ンケートやスライダースタンプなどへのリアクション
はできず、またデザインも変わることがあります
のでご注意ください。詳細は以下ヘルプページ
をご確認ください。
https://www.facebook.com/help/ins
tagram/1936968516554161

ストーリーズにリンクを埋め込むことで、
より詳しい情報にアクセスできるようにしています。

2. Facebook活用のポイント
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(5) 投稿頻度とタイミング
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※出典：Hubspot社
https://blog.hubspot.com/marketing/how-frequently-should-i-publish-on-social-media#facebook
"When is the best time to post on Facebook?"

https://blog.hubspot.jp/marketing/facebook-marketing-
reach#:~:text=3.%E6%8A%95%E7%A8%BF%E9%A0%BB%E5%BA%A6%E3%81%8C%E5%A4%9A%E3%81%84%E5%
A0%B4%E5%90%88%E3%81%AF%E5%B0%91%E3%81%97%E6%B8%9B%E3%82%89%E3%81%97%E3%81%A6%E3
%81%BF%E3%82%8B
"リーチを増やすために試してほしい8つの施策" 

投稿頻度

●適切な投稿頻度の考え方
Facebookページの最適な投稿頻度は、2024年時点で1日1～2回とされています。
1日に3回以上投稿するとROIを下げるだけでなく、発信した投稿が多くのエンゲージメントを得られなければFacebookの
アルゴリズムによりペナルティが科せられ次第に投稿がユーザーに届きにくくなる可能性があります。
投稿回数を増やすことよりも一つひとつの投稿内容に注力することが大切です。

2. Facebook活用のポイント
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投稿のタイミング

●実際にユーザーの反応が高い時間帯に投稿
ソーシャルメディアを見るタイミングはメディアの特性やその国の習慣などによって異なります。下図はSNS運用・解析ツールのsproutsocial社が発
表した、2024年にFacebookで最もエンゲージメントが高かった時間帯です（米国中部標準時(CTS)）。
平日の午前中から昼頃までは高いエンゲージメントを示し、ブランドにとってコンテンツに目を向けてもらうために好都合な時間帯になっています。ま
た、同社は業種によってエンゲージメントが高い時間帯についても調査結果を発表しています。
※sproutsocial社はアメリカに本社を置くソーシャルメディアの運用・分析ツールを開発・販売している企業であり、その調査データです。

●マーケットの傾向を理解
新たにFacebookページを開設する場合、「通勤時間にスマホの閲覧ができる環境か？」、「会社でSNSを開ける文化か？」、「夜は何時ご
ろに帰宅する習慣か？」など、ターゲットとする国のSNS利用傾向を調査し、その結果をふまえて実施計画を検討しましょう。

※出典：sproutsocial社
https://sproutsocial.com/insights/best-times-to-post-on-facebook/#travel-tourism

【旅行・ホスピタリティ業界のエンゲージメント

が良い時間帯】

（米国中部標準時：CTS）

投稿に最適な時間帯：

月曜日午前10時～午後2時

火曜日午前10時～午後5時

水曜日午前10時～午後5時

木曜日午前10時～午後5時

土曜日午前8時～午前11時

日曜日午前10時～午後1時

最適な曜日：

月曜日から木曜日

投稿に適していない日：

日曜日

【全体的にエンゲージメントが良い時間帯】
（米国中部標準時：CTS）
投稿に最適な時間帯：
月曜日午前9時～正午
火曜日午前9時～午後2時と午後5時
水曜日午前9時～午後3時・午後5時
木曜日午前8時～午後2時・午後5時
金曜日午前9時～11時

最適な曜日：
月曜日から木曜日

投稿に適していない日：
日曜日

2. Facebook活用のポイント
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(6) 広告
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ブランドコンテンツ広告について

ブランドコンテンツ広告とは、クリエイター（インフルエンサー及びパブリッシャー）のアカウントから配信され、アカウント名の下
に「広告（英語ではPartnership）」と表示されるほか、ユーザーがクリエイターと企業の協業関係が一目でわかるように、
キャプション欄の冒頭に「XXX（ブランド名）とのタイアップ投稿」と明記される広告のことです。
ブランドコンテンツ広告を利用することにより、企業は自社のブランドストーリーをクリエイターの声を通して発信し、新規顧客
にリーチしたり、投稿の効果測定をしたりすることが可能になりました。

関係性を示す
「Paid Partnership」の表示

タップすると両者の関係性を示
すページが表示されます

出典：Meta社「ブランドコンテンツの投稿とはどのようなものですか | Facebook Businessヘルプセンター」
https://www.facebook.com/business/help/1859041471004169?id=1912903575666924

●クリエイターのフォロワーへのリーチが可能に
他クリエイターのフィードやストーリーズへ配信されるの
で、自分たちのアカウント外のユーザーへリーチが可
能となります。
さらに他クリエイターと自アカウントに親和性が高けれ
ば、さらにエンゲージメントを高めることが可能になりま
す。

●インサイトでの見え方

リーチとインプレッションはそれぞれ、合計・オーガニック、
ペイドの内訳で表示されます。

2. Facebook活用のポイント
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Facebook広告の種類

●画像広告

テキストと画像を用いた一般的
な広告。広告素材の入手も手
軽で、観光地の詳細やブランド
の個性を表現することができま
す。

●動画広告

動画使用の広告。広告が表
示されると、自動再生されます。
動的であるため、多くの情報を
瞬時に伝える事が可能です。
また、目に留まりやすくなります。

●カルーセル広告

最大10点の画像や動画を表
示し、それぞれに別のリンクを付
けられるのが特徴です。

●コレクション広告

メインビジュアルの下に商品画
像を4枚並べる広告です。ユー
ザーは商品詳細を確認でき、
ショッピング体験ができます。

出典：Meta社 Facebook広告ガイド https://www.facebook.com/business/ads-guide/update

2. Facebook活用のポイント
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Facebook広告の種類

●ストーリーズ広告

縦型のフルスクリーン
表示による広告。静
止画像の場合は5秒
間、動画は1秒~2分
（15秒ごとにストーリ
ーズカードに分割）ま
で表示可能。

●Messenger広告 ●スライドショー広告 ●プレイアブル広告

出典：Hubspot社 Facebook広告の種類や特徴・選ぶ際の3つのポイント https://blog.hubspot.jp/marketing/the-facebook-ad-types
Meta社 インスタントエクスペリエンスについて https://www.facebook.com/business/help/183469315334462?id=1633489293397055

●インスタントエクスペリエンス

Messengerアプリのチ
ャット一覧ページに表示
される広告。広告をタッ
プするとMessenger内
のCTA付き画面を経由
し、チャットや広告主の
Facebookページへ遷
移します。

広告クリック後にフルスクリ
ーンで表示される広告。
写真広告、動画広告、ス
ライドショー広告、コレクシ
ョン広告などの、ほとんどの
Facebook広告フォーマッ
トで適用されます。

アプリやゲームの体験型
広告。広告が画面に表
示されると自動で動画
が再生され、クリックする
とインストールなしで簡
単なチュートリアルを試
せます。

数枚の広告付き画像を自
動でスライドする広告。静
止画像であってもストーリ
ー性のある広告が作成で
きます。
また、動画広告やカルーセ
ル広告よりもデータ量が少
ないため、読み込みが速い
です。

2. Facebook活用のポイント
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Facebook広告の活用方法

●Facebook広告を活用する目的

①認知拡大

②検討機会の提供

③コンバージョン

観光地・施設・サービス等に対する認知の拡大が目的になります。知ら
ない人が認知し興味関心を高めます。

観光地・施設・サービス等の紹介ページや投稿に誘導。検討機会を提
供する目的に使用します。

航空券や宿泊施設の予約、イベントチケット、クーポン提供等に使用し
ます。

●Facebook広告成功のポイント

①ターゲットの設定

②高品質のクリエイティブ作成

③目的に応じた広告フォーマット

情報を届けたいユーザーの国や年齢、興味関心など、事前に検討してお
きましょう。適切なターゲット設定が効果・効率を高めます。

ターゲットや伝えたい内容に合わせて写真・動画・文章を作成しましょう。
パッと見て注目を引き、ターゲットの心を動かす広告コンテンツが必要です。

目的に適した広告フォーマットや機能を使う事は必須です。様々なシーン
を見せたいならカルーセル広告、写真では伝えきれない情報を伝えたいな
ら動画広告など、目的に応じた広告フォーマットを選んでください。

出典：Meta社 Facebook広告ガイド https://www.facebook.com/business/ads-guide/update

2. Facebook活用のポイント
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Facebook広告配信スケジュール

●Facebook広告の配信スケジュール

広告を配信する時間・期間を設定することができます。
例えばターゲットがFacebookを見ていない時間帯など、広
告効果が低い時間帯の配信を停止することにより、広告効
果を高めることができます。

●広告配信計画の立て方

ターゲットとなるユーザーの国との時差や休暇の時期を考えて、
配信時間を考えましょう。
各国のFacebookにユーザーがアクティブな時間帯を指定し
て配信することで、広告を多くのユーザーに見てもらえる可能
性が高まります。

・想定ターゲットのアクティブな時間帯を考える

観光エリアごとに季節ごとの見どころや旬の食材、文化イベン
トなどを整理した広報カレンダーを作成し、シーズナリティを踏
まえて投稿します。広告配信においても、ユーザーの「旅マ
エ」「旅ナカ」のスケジュールを考慮して、配信時間やクリエイ
ティブを調整することが重要です。

・広告配信の最適な時期を考える

2. Facebook活用のポイント
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(7) コメント対応
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ユーザーへのコメント対応

JNTO本部では、下記のような方針のもと、ユーザーへのコメント対応を行っています。対応方針は一度立てればよいというこ
とはなく、ソーシャルトレンドやユーザー動向の変化に合わせて随時更新が必要です。

【参考】 対応方針

ポジティブなもの全般（ただし、他国と比較して日本を持ち上げているものはス
ルー）

ポジティブなコメントに「いいね！」する

投稿内容に関する質問
訪日旅行に関心を抱いているユーザーとのコミュニケーションを促進する観点から、
可能な限りポジティブな姿勢で返信を行う。

コラボ依頼

（返信例）Thank you for reaching out to us.

Unfortunately, we do not have any suitable projects on which 
we could collaborate at the moment, but we appreciate the 
offer nonetheless.

UGC提供者からの感謝のコメント （返信例）こちらこそ、素敵な作品をご提供いただき、ありがとうございます！

URLを含むコメント 悪質なサイトへの誘導の可能性もあるため、削除

外交的・政治的コメント ハレーションを起こさないよう、検討の上で対応方針を決定

2. Facebook活用のポイント
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コメント対応の事例【ポジティブな場合】

投稿の表示アルゴリズムに関してMeta社が2023年に伝えた情報によると、それ以前よりもユーザー間のコミュニケーション
がより重視されるようになり、より多くのエンゲージメントを獲得した投稿がニュースフィードの表示において優遇されるようにな
りました。

コメント欄を積極的に活用して有意義な交流を生み出すことは、投稿のリーチを伸ばすうえでも有効です。

ケース ユーザーコメント例 返事の姿勢 ネイティブによる回答例

ポジティブ
Very nice!

「とても良いね」

ユーザーからのポジティブな
反応であるため、こちらも反
応をお返しする

「いいね！」を行い、返信はしない

ポジティブ＋
情報提供できる場合

How to get to the venue and also
website for flower status?

「会場への行き方、花の開花状況のウェブサイト
は？」

投稿内容に対して関心を
示したユーザーに対し、情
報を改めて共有

Thanks for asking!
Click here for more information on Kawazu Cherry
Blossom Festival!
https://www.japan.travel/en/spot/1279/

「お問い合わせありがとうございます！
河津桜まつりの詳細はこちらです！ 」

2. Facebook活用のポイント
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ネガティブコメントについては、事前に対応方針を定めてシミュレーションしておくことが大切です。
P49では、具体的な対応フローを紹介します。

ユーザーからネガティブなコメントが投稿された場合、そのまま放置したり対応が遅れたりするとさらなるネガティブな書き込みを招き、場合によ
っては炎上につながることがあります。ネガティブな書き込みを回避するためには、投稿を公開する前に内容に問題がないか複数人でチェック
することが基本です。
また、公開後はコメント欄を定期的にモニタリングし、ネガティブなコメントが見つかった場合は事前に設定した方針にしたがって丁寧かつ速や
かに対応しましょう。

コメント対応の事例【ネガティブな場合】

ケース ユーザーコメント例 返事の姿勢 ネイティブによる回答例

勘違い・
判断しにくい

Ni loco voy ahí esta la central 
cerquita, es un peligro

「絶対に行かないよ、発電所が近くて
危険だ。」

ユーザーが個人的に気に入
らない、あるいは勘違いしたこ
と、また、投稿内容に対して
の指摘。円満で終わる対応
が見込めない場合は、無理
に対応しない

返事や「いいね！」はしない。

ネガティブ

Very unstable environment in 
the Middle East region for 
travel such as to Japan!!!

「中東地域の情勢が非常に不安定で、
日本などへの旅行にも影響が出る可
能性がある！」

事務的に対応
返事や「いいね！」はしない。
差別的あるいは軽蔑するような表現の場合は
コメントを非表示にする

2. Facebook活用のポイント
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コメント対応の事例【良い反応が得られた事例】

効果 ユーザーコメント JNTO返信 ユーザーからの再返信

日本観光への
好感度上昇

I have a version of this print bought on 
my first trip to Nihon in 2008 and still love 
it

「この浮世絵の複製を、2008年に日本に初めて行っ
たときに買いました。お気に入りです」

Great! Hope you will visit Japan again!

「すごい！また日本にお越しくださいね！」

We will be travelling to Nihon in 
November this year and we will return 
this time with our Grandson (his first 
visit). Cannot wait as it has been far too 
long 

「今年の11月に日本に旅行に行きますが、今回は
孫も初めて連れていきます。行くのが待ち遠しいで
す」

日本観光への
好感度上昇

Visited here in 2016. Very interesting 
place with well preserved buildings and 
interpretive materials.

「2016年に行きました。保存状態のいい建物や小物
があり、興味深い場所でしたよ」

Thank you for your visit! We're glad 
you discovered the uniqueness of this 
historical site.

「思い出を共有していただきありがとうございま
す！この歴史的スポットの奥深さを知ってくれたよ
うでうれしいです」

（前略）Returned home to Australia with 
lots of fond memories and look forward 
to our planned return to explore in 
winter in the near future.

「オーストラリアにはたくさんの思い出と共に帰りました。
近々冬に訪れようと計画していて、楽しみです」

ユーザーとのコミュニケーションによって良い反応を得られた事例を紹介します。

2. Facebook活用のポイント
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ユーザーへのDM対応

投稿につくユーザーコメントとは異なり、DM（ダイレクトメッセージ）では、より具体的なお問合せが寄せられることがありま
す。
JNTO本部のFacebookページでは、訪日にあたって気になっていることや不安に思っていることについての具体的な質問
が集まります。さらに、各地のイベントの開催状況や、滞在時期・季節に合わせたお勧めの観光エリアなどの質問も多く寄
せられています。こうした個別に寄せられる質問に対しても、ユーザーの期待に応えられるよう、なるべく迅速かつ丁寧に対
応していくことが必要です。

●DMの確認
Meta Business Suiteの「受信箱」内にある「Messenger」から確認できます。定期的に確認し、対応しましょう。

① Meta Business Suite左カラムから「受信箱」を選ぶ。 ②「受信箱」内の「Messenger」を選択すると、受信したDM一覧が表示される。

2. Facebook活用のポイント
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ネガティブコメントへの対応方針

Å ネガティブな書き込み、アカウントの炎上、荒らし行為等が発生した場合、以下のような対応フローに則って対応しましょ
う。

Å 投稿の削除はかえって事態が悪化させることもあるため、該当のコメントに対する他のユーザーからの反応も確認しなが
ら、「静観」 「対象投稿のタイムライン非表示」 「発言者を通報する」といった措置を優先して検討しましょう。

①ネガティブコメントに関する事実関係ならびにその原因を把握

②元の投稿内容に起因する場合
②国際情勢に起因した

WEB上での嫌がらせの場合

③お詫び文の原稿確認をしたのち、
問題がなければコメント欄に投稿

③コメント欄に再度投稿すると火に油を
注ぐことにもつながるため、状況に応じて「静観」「投稿非

表示」「通報」等の対応をとる

④通常投稿を続けながらユーザーの反応を確認する

通常運用へ

2. Facebook活用のポイント
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3. 効果検証
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①Meta Business Suite

●投稿に対する反応を振り返り、改善につなげる
Facebookページの運用改善には、投稿に対するユーザーの反応を確認し分析することが重要です。投稿の目的やテー
マ、画像や投稿文などが適切であったのか、繰り返し確認して精度を高めていくことによって、多くのターゲットユーザーの興
味関心を引き、訪日への機会創出につながります。。

投稿ごとの細かい結果を確
認したい場合は、確認した
い投稿をクリックすると詳細
がポップアップされます。

3. 効果検証
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①Meta Business Suite

インサイトの確認を習慣に
Facebookページの運用結果は「Meta Business Suite」内の「インサイト」で確認します。ここでは運用に関する様々な
データを取得することができます。
フォロワーの情報や投稿結果などは定期的に確認し、運用上の課題や成功要因などを捉えて継続的な運用改善を行っ
ていきましょう。

Meta Business Suiteではまずこのページが表示されます。左のメニュー
一覧から、詳しく調べたい結果を選択します。

例えば、リーチ数の推移を確認したい場合は「結果」メニューをクリックす
れば任意の期間の推移が表示されます。

「オーディエンス」を選択すると、フォロワーの推移が表示されます。

3. 効果検証
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②投稿インサイト

●注目すべき指標
Meta Business Suiteから「インサイト」を表示し、分析すること
が可能です。投稿がどの程度のユーザーの認知や興味喚起に寄
与したかは、下記2つの指標で測ることができますので、まずはこれ
らの数値を伸ばすことを意識しましょう。

Å リーチ数（投稿が届いたアカウント数）
Å インタラクション数（「いいね！」などのリアクション、コメント、シ

ェア、リンクや画像などのクリック数の総計）

ユーザーが「行きたい」と思った際には「保存」をしている可能性が高いため、
将来的な訪日の参考になっているかどうかを確認するためには、「保存数」
に着目することも重要です。

「リアクション」「コメント数」「シェア数」「保存数」は特に注目すべき指標で
す。この数値が大きいほど、ユーザーに影響を与えることができたと捉えるこ
とができます。投稿のどのような要素がこれらの数値に寄与したのか（しな
かったのか）を分析し、より訴求力の高い投稿につなげていきましょう。

3. 効果検証
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4. リスクマネジメント
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著作権・肖像権について

4. リスクマネジメント

●著作権を確認し必ず利用許諾を得る
著作権者の許可なく著作物（画像・動画や文章等）を転載することは著作権の侵
害にあたります。ユーザーによる寄稿画像や他の企業・団体サイト等の画像等を投稿
に使用する場合、

①メールやSNSのダイレクトメッセージ等、文責が残る形で著作権者の許可を取る
②投稿にクレジットを入れる

など、著作権者の二次利用条件等に準拠した対応をしましょう。

オンラインライブラリー等で購入した場合は、ライブラリーとの契約に準拠します。また、
新規で撮影した場合は、撮影者との契約締結時に著作権の帰属を明らかにしておき
ましょう。

●肖像権にも注意を
モデルや一般の方等、人物が映り込んでいる画像の場合、肖像権への対応も必要です。著作権者や撮影者に権利状
況を確認しましょう。一般的にオンラインライブラリーにおいては「モデルリリース取得済み」の記載があれば肖像権者の許可
を得られていますが、念のため確認を行うことをおすすめします。

【参考】著作権に関する詳細は下記サイトもご参照ください。
●文化庁
著作権制度に関する情報 http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/index.html
●Facebook
著作権に関する規定 https://www.facebook.com/help/1020633957973118/
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掲載物件に対する利用許諾

4. リスクマネジメント

テーマパークや神社仏閣、美術館・博物館をはじめ施設管理者がいる場所では、コンテンツの撮影にあたり管理者の定め
たルールに従う必要があります。私有財産を主な被写体とした画像・動画を掲載する場合は、所有者や管理者に対して
許諾申請を行いましょう。

＜許諾申請の基本フロー＞
（１）財産所有者またはその代理人を調べる
使用したい写真に写っている施設の名称を元に確認

先を調べます。
（例）隅田川 花火大会の写真を利用したい場

合、 「隅田川 花火」などで検索する

（２）担当窓口に問い合わせる
問い合わせ先のメールアドレスやオンラインフォームを通じ
てコンタクトを取り、事業者名や使用内容、使用目的を
明示します。返信がない場合は、営業時間内に電話で
問い合わせます。

（３）許諾内容を記録する
許諾確認が取れた後は、得られた事実をもとに、詳細を
記録し保存します。

▲問い合わせメールの一例

●利用許諾が必要な場所の例
– 神社仏閣、史跡名勝
– 美術館・博物館・スタジアム・コンサート施設・アミューズメントパーク等の撮影ポリシーがあるもの
– 建築物・建築物の館内にある造作等
– クルマ・飛行機・船舶等
– 競走馬・特定の動物園の動物・ペット等
– 公共の場であっても、アート等、著作権が伴う被写体が映っているもの

● ● ●ご担当者様

時下ますますご清祥のことと、お慶び申し上げます。

株式会社▲▲の と申します。

平素より格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。

この度は、●●●様を▲▲公式SNSでご紹介させていただきたくご連絡を差し上げました。

掲載させていただく可能性のあるオウンドメディアの具体例は、下記をご参照ください。

https://www.facebook.com/●●japaninternational/

また、●●●様をご紹介する際に使用を想定している画像は下記のものとなっております。

【対象投稿】

https://aaaaa.jp/photo/XXXXXX

弊方の都合で大変申し訳ございませんが、[yyyy]年[mm]月[dd]日までにご連絡いただけますと幸いです。

To: 確認先のメールアドレス

タイトル: ● ● ●の写真利用許可のお願い｜株式会社● ● ● ● ● ●
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https://www.facebook.com/%E2%97%8F%E2%97%8Fjapaninternational/
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https://aaaaa.jp/photo/XXXXXX
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アカウント乗っ取り対策

4. リスクマネジメント

アカウントの乗っ取りは推測されやすいパスワードやパスワードの漏洩等によって発生するため、次のような対策を推奨します。

同じパスワードを使い回さない。流出防止のため、担当者が変わった場合は必ずパスワード変更を行う

大小英字、数字や記号を混在させるなど、複雑で長いパスワードを用いてセキュリティ強度を高める

Facebookの二段階認証を利用し、パスワードと管理用端末の2つが揃わないとログインできないようにする

①Facebookページ右上の
▼から「設定とプライバシー」
を選択します。

③「安全に利用するために」という項目か
ら、「開始する」をクリックします。

④表示された画面の指示に従い、
「SMS」を使用をクリックして任意の電話
番号でパスコードを受け取れるように設定
を行います。

二段階認証の詳細はFacebook公式のヘルプをご参照ください。
https://www.facebook.com/help/148233965247823​

二段階認証の設定方法

【参考】パスワードの設定・管理等、情報セキュリティに関する詳細は下記をご参照ください。
●内閣サイバーセキュリティセンター
インターネットの安全・安心ハンドブック https://www.nisc.go.jp/security-site/handbook/index.html

②「設定とプライバシー」から「プ
ライバシーセンター」を選択しま
す。
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https://www.facebook.com/help/148233965247823%E2%80%8B
https://www.nisc.go.jp/security-site/handbook/index.html
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https://www.nisc.go.jp/security-site/handbook/index.html
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炎上・荒らし行為対策

4. リスクマネジメント

Facebook投稿による炎上は、不適切な投稿内容や従業員の不適切な行動等によって引き起こされるほか、日本の外
交政策等の外的要因に起因して発生する場合もあります。JNTOでは必要に応じて次のような対策を講じています。

ソーシャルメディアの運用ポリシーを組織として設けたうえで、運用スタッフに対して周知徹底し、公正で適切な運用管理を行う

投稿内容に不適切な言葉・表現などが含まれていないか、投稿前に第三者がチェックする

投稿に対するコメントは、投稿後2日間（営業日）は24時間毎に最低1回は監視し、不適切な書き込みは検討のうえ、コメント

対応方針（P40～参照）に沿った対応を取る

不適切なコメントがページに表示されないよう、不適切な言葉のフィルターや禁止語句の設定を行う

Facebookページのモデレーションの詳細はMeta
社の公式サイトをご参照ください。
https://www.facebook.com/business/a
/page-moderation-tips

①Facebookページ左下の
「設定とプライバシー」を選択。

②「プライバシー設定」メニューの「公開投稿」から、「特定
の言葉が含まれるページのコメントを非表示にする」をクリ
ックします。

③ブロックしたい語句を追加し、「変更を
保存」ボタンをクリックします。

禁止語句の設定方法
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おわりに
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●ソーシャルメディア活用は継続が肝心
ソーシャルメディアは、定期的に発信し続けることが大切です。アクティブで役に立つアカウントであることを常にフォロワー・非
フォロワーの双方に認識してもらい、ユーザーとの関係性を持続させましょう。
継続するコツは、「ユーザーとのコミュニケーションを楽しむこと」です。

●トレンド情報の把握が重要
Facebookは、消費者トレンドやMetaの事業方針によって日々
アップデートされています。そのため担当者は、プラットフォーム側の
アップデート・仕様変更に応じて、戦略の見直しを迫られる場合が
あります。こうした変化にいち早く対応するには、Metaの公式発表
や業界メディアの記事を定期的に確認することが重要です。

●Metaのトレンド情報が確認できるウェブサイト等
Å Metaのニュースルーム

https://about.fb.com/ja/news/category/technolog
ies/instagram/

Å Head of Instagramによる発信
https://www.instagram.com/mosseri/

Å Instagramによるクリエイター向け発信
https://www.instagram.com/creators/

Å 業界メディア 「Social Media Today」
https://www.socialmediatoday.com/

Metaのニュースルームでは、仕様変更や機能追加などの
最新情報を確認できます

https://about.fb.com/ja/news/category/technologies/instagram/
https://about.fb.com/ja/news/category/technologies/instagram/
https://www.instagram.com/mosseri/
https://www.instagram.com/creators/
https://www.socialmediatoday.com/
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JNTOが運営する地域インバウンド促進サイト（https://action.jnto.go.jp/）
では、地域のインバウンドの取り組みやプロモーションの促進に役立つ様々なデータや
ノウハウを掲載しています。訪日ウェブサイト制作に携わる地域のご担当者様に向け
たガイドラインの他下記の資料も公開中ですので、ぜひご一読ください。

＜JNTO地域インバウンド促進サイトのご案内＞

おわりに

・『外国人旅行者を魅了するウェブサイトの作り方』

・『インバウンド向けプロモーション動画の作り方』

▼ダウンロードはこちらから

https://www.jnto.go.jp/eng/download/index.html
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・当ガイドラインに掲載したデータは、2025年10月現在のものです。Facebookのアップデート等により、掲載内容は変更になる場合があります。デジタルマーケティ
ングをとりまく環境は日々刻々と変化していますので、機能やアップデートに関しては直接関係機関のウェブサイト等でご確認ください。

・掲載しているキャプチャ画像については、2025年10月時点で最新のものを使用していますが、使用端末・アカウント・設定によって違いが見られる可能性がござい
ます。予めご了承いただけますようお願いいたします。

・投稿事例として取り上げている投稿例につきましては、その表現手法や画像の使い方等に具体性を持たせるために引用しているものであり、取り上げている地域や
アカウント自体に対して評価を行っているものではございません。

・当ガイドラインに掲載されている情報の正確性については万全を期しておりますが、日本政府観光局（JNTO）は利用者が当ガイドラインの情報を用いて行う一
切の行為について、何らの責任を負うものではありません。ガイドラインの内容に起因する損害等は、当機構では補償いたしかねますので、予めご了承くださいますよ
うお願いいたします。

https://action.jnto.go.jp/
https://www.jnto.go.jp/eng/download/index.html
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